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1.はじめに 仮設の土留工として敷設された鋼矢板は，地盤との摩擦力により，引抜き撤去による周辺地盤の変状

が問題となる。そのため，鋼材の表面に特殊バインダー樹脂と吸水性ポリマーを有機溶剤に分散させた摩擦低減剤

を塗布する工法 1)～4)が開発されている．この塗布工法は，矢板打設時には非常に剥がれ難く，その後，間隙水を吸水

して膨潤するとゲル化して摩擦力を低減させものである．ここでは，摩擦低減剤を塗布した処理矢板と無処理矢板

の引抜き時の近傍地盤の変状比較を行う一連の試験の第一段階の結果について報告する． 

2.現場試験の概要 引抜き試験用の矢板の緒元，配置，地盤情報などを図 1 に示す．試験ヤードの地盤は，沖積層

で砂礫の薄層を狭在する粘土・シルト・砂からなり，地下

水位は地表付近にあるが，引抜き試験時は降雨のため地表

面に水溜まりができていた． 

試験矢板前面は，法勾配約 45 度，高さ 2.5ｍの斜面にな

っている．試験矢板背面は，掘削本工事用の矢板（長さ

19.5m）が敷設（オーガー掘削併用）されている．試験矢板

との芯－芯での距離は 70cmである． 

試験矢板（III型）は，長さ 8m，根入れ長 7m，3枚を１

ユニットとし，摩擦低減剤塗布処理および無処理のそれぞ

れ 2ケースである．試験矢板は，3枚とも凹面を地盤変位量

測定方向に向け，ジョイントは噛合させずに接触した状態

で設置した．矢板打設 14日後（今回の報告）と 1年後（予

定）に引抜試験を行い効果を検討する． 

引抜き試験（写真 1）では，本工事矢板の頭部にパイラー

を設置しこれを反力として，摩擦低減剤塗布ユニットの中

央矢板，次は右側矢板，最後に左側矢板を引抜いて，地盤

変位量を測定した．次に隣接する無処理ユニットを上記と

同様の手順で引抜いて地盤変位量を測定した．地盤変位量

（沈下と隆起）の測定は，各ユニットの中央矢板の中心線

上とし，図 1に示すように，１ユニット当たり矢板から 0.2

～8.5m の間の 7 測点とした．矢板前面の高さ 2.5m の斜面

は上載荷重とみなし，スウェーデン式サウンディングのス

クリューポイント（ねじれ角錐φ max=33mm）をφ=21.7mmロ

ッドの先端に付け，地表面から 2.5mまで回転圧入し，ロッ

ドと地盤の摩擦は水溶性ポリマーで除去し，この地盤の鉛
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直変位を地表部に伝達されるようにした．また，法面内と矢板前面の水平地

盤での 4 測点は，φ=9mm 鉄筋を地表に打ち込んで測点とした．地盤変位量

（沈下と隆起）の測定方法は，透明ホースφ i =8mmに脱気した着色水を入れ，

地盤変位のない基準点と上記測点の鉄筋やロッド上端部に同じ内径の開口

スタンドパイプを鉛直に設置し，これらを連結して，スタンドパイプの水面

の変位量 Hから地盤の変位量 h=2Hとして求めた．さらに，各ユニットの中

央矢板引抜き時の最初の 1ストロークの引抜き抵抗力を矢板応力として，矢

板天端から 0.85m下方に添付したひずみゲージで測定した． 

3．試験結果および考察 図 2に示すように，矢板～法尻間の地盤変位量は，

無処理では-20～+40mmに対して，処理エリアでは±10mmであり，また，法面内 2.5m測点においては処理では-5mm

以下に対して無処理では１桁大きい沈下になっている．一方，図 3 に示すように，矢板応力は，無処理では引抜き

始めに処理矢板の約 2 倍の大きなピークが出ている．また，無処理矢板の側面に付着土が確認されているのに対し

て，処理矢板の付着土はほとんどなかった．以上のことから，処理矢板は無処理矢板に比べ，地盤変位量，引抜き

応力ともに小さく，摩擦低減剤の効果が確認された．なお，図 2に示す実線および点線は，本田らの提案 5)，6)による

付着土砂率 80%および 20%の場合の排出量＝沈下体積とした予測であり，今回の無処理矢板の沈下は 2.5m以遠にお

いて予測値の範囲に収まっている． 
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図 2 地盤の変位 
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図 3 矢板引抜時の矢板応力 

4.おわりに 降雨中の試験での地盤のゆるみやパイラーのチャックから軸力測定用ひずみゲージまでの距離を十分

とれなかったため，曲げ応力が生じていることなどの問題があったが，14 日後の引抜き試験においては摩擦低減剤

の効果が確認された．1年後の試験結果が期待される． 
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写真 1 矢板の引抜き状況 
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